
岡山県立笠岡商業高等学校の学科改編について 
 
１ 趣旨 

本校は、県内の商業高校の中でも２番目に古い高校として、自主自立の精神を尊び、地元からの信頼のもと、就職や

進学の両方に対応できる教育活動を展開してきた。近年、変化の激しい社会の中で、中学校を含めた地域からの多様な

ニーズに、更なるきめ細やかさをもって対応できる高校であることが求められている。 

今後は、Society5.0の社会を見据え、ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による、更なる情報収集能力、分析能力、発

信能力等の習得に加え、地域と連携し地域資源を活用した教育活動を行うことで、身に付けさせたい５つの力（つなが

る力、考える力、創造する力、地域を愛する力（心）、人のために動ける力）を備えた、地域の持続的な発展を担う人

材を育成する学校を目指す。 

 

２ 改編の内容 

令和４年度入学者選抜から、商業科及び情報処理科の生徒募集を停止し、ビジネス情報科を設置する。 

 

【現行】 

学科等 

(学級数) 

商  業  科 

（２学級） 

情 報 処 理 科 

（１学級） 

学習 

内容 

経済や流通・販売に関する知識・技能を習得し、

進路実現や資格取得に挑戦する。 

コンピュータ・ネットワークに関する知識・技能を習得

し、進路実現や資格取得に挑戦する。 

進路 ４年制大学、短期大学、専門学校（看護系を含む）、就職（企業、公務員） 

 

【学科改編後】 

学科等 

(学級数) 

ビジネス情報科 

（３学級） 

目標 

・これからのビジネスに不可欠なＩＣＴ（情報通信技術）の活用を通して、ビジネスに求められるマーケ

ティング、マネジメント、会計、ビジネス情報の各分野に関する学習を深める。 

・各教科や総合的な探究の時間において、多様な情報を取り扱う中で、地域の魅力を感じるとともにビジ

ネスの課題と向き合い、課題解決に向けた地域との連携による実践的な活動やＩＣＴの活用を行うこ

とにより、情報を適切に利用し管理する力や企画力、コミュニケーション力の育成を図り、地域のビジ

ネスリーダーや職場のＩＴリーダーとして活躍できる人材を育成する。 

学習 

内容 

１学年では、全員共通の科目を履修し、情報を含めた商業に関する基礎的な力を育成する。２学年以降

は、生徒の興味関心に応じて科目を選択する。 

・全員履修：「財務会計Ⅰ」、「原価計算」、「総合実践」、「課題研究」、「ネットワーク活用」等 

・選択履修：「商品開発と流通」、「観光ビジネス」、「ソフトウエア活用」、「ビジネス・マネジメント」等 

【特色ある教育内容】 

○ 情報社会への対応 

 ・ＲＥＳＡＳ等を活用したデータサイエンスの学習（情報コミュニケーション） 

・電子開示システム「ＥＤＩＮＥＴ」等での企業研究（財務会計Ⅰ） 

・マクロ言語を使った簡易システムの作成（ソフトウエア活用） 

・ソフトウエア「ＥＣ－ＣＵＢＥ」を活用した模擬取引（ネットワーク活用） 

・ビッグデータを活用した課題発見・探究活動（マーケティング、課題研究） 

・Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ・画像編集ソフト等を活用したポスター制作や学校のＰＲ動画作成、プログラ
ム開発、地元企業のＷｅｂページの制作等及び各種コンテストへの参加（課題研究） 

○ 地域との協働 

～ かさおか教育ＤＭＯ、かさおかブランド協議会、ＪＣ笠岡青年会議所等との連携 ～ 

・地元特産物を用いた商品開発（商品開発と流通） 

・地域の産業や名所を巡る観光ツアー（観光ビジネス、課題研究） 

・地元経営者等による、各種ビジネスの現状と課題の講話（ビジネスマネジメント、総合実践） 

・幼稚園児へのパソコン教室や小学生へのプログラミング教育の支援（プログラミング） 

取得 

資格等 

・全商検定（簿記・情報処理・ビジネス文書・商業経済・珠算電卓・英語・会計実務） 

・日商簿記、日商珠算、販売士、秘書実務、ＩＴパスポート、基本情報技術者試験等 

進路 ・国公立大学、私立大学、短期大学、専門学校（看護系を含む）、就職（企業、公務員） 

 

３ 学校全体の取組 

・全国レベルの部活動（ダンス部、コンピュータ部、珠算部、簿記部、ワープロ部） 

・笠レンジャー：笠商の魅力を伝えるメッセンジャー（オープンスクール、学校説明会等） 

・ボランティア活動（笠岡駅前イルミネーション制作、中学校への出前授業、地域の祭り、読み聞かせ等）  


